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　　　　　　　　　　　　〔協會“紀要”の二となど〕
　別の頁にも書いた如く，今回“紀要”（Memoirs）といふ研究文を本會出版部
から出すととにした．一下，護者の中には，本誌を軍なる通俗雑誌だと考へて
るる人があるかも知れないけれど，ほんとうに學術の内容のよくわかる人々は
知って居られる通り，本誌の記事の中には高樹な研究論文や観測報告も多いの
であって，從來は，とうした部分を“Bulletin”といふ形に編輯し直して，そ
れを主として諸外國の天文垂等に邊ってみたのであるが，野幌肚會献勢の憂動
と，印刷や用紙の統制のため，庇のブレテンを一時見合はすの止むなきに至っ
た衣第である．しかしながら，時局柄にも拘らす，喜ばしいことにも，本會員
たちの天文研究は釜々盛んであって，良い研究報告もドシ々々出るものだから，
學術進歩の上からも，国威の護揚の上からも，とれ等の貴重なる研究を埋もれ
たましにして置くのは惜しいと眉、ひ，“紀要”を出すことにしたのである．～二の
序でに，又，本誌の創刊以來，立涯な研究として，本誌上に載ったものに，番
號を付け直して，やはり此の新しい“紀要”の一部と認めることにした．別項
を見て下されば，今までにも，如何ほどのものが出てみたかが讃者にも分ると
思ふ．
　すべて，天文學は世界的のもの，國際的のものである．故に，天文學の研究
結果を，一私人や，一民族が私有してみるのは，決して善いことでなく，むし、
ろ其れは學術の進歩二三を妨げるものである．本倉が創立以來峯回してBulle－
tinを出版したのも此の意味である．三内の他の業主などが其の後だん三々本
會の翼似をしてブレテンや駄文報告を出すやうになったことを見て貰びたい．
　本誌の一部を“國際化”する目的は，自室，外蓋の專門家に理解される程度
に欧文を入れるにある．（外國の通俗天文家を相手にする飴裕を吾々は持たな
い．）それについて，英文か，垂垂か，叉は佛文を用みたいのであるが，しかし，
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飴り蹴難になるのも皆が迷惑するわけであるし，英’文ならば邦人にも讃んで頂
ける人が多い現状であるから，少なくとも，當分のうちは英丈を多く用みると
と、とする．しかしながら，本文は，全く隊文を知らない入々にも充分に理解し
て頂けるやうにしなければならないので，編輯には苦心が要る．但し，從來に
も本山のブレテンは邦文と弓丈とを併用して，内外人に充分漏電して護んで貰
ってみたのであって，其の成果は，既に知る人ぞ知るである．
　今後は，本誌は日本内地や東亜一帯のみならす，びろく諸外國の重要な天文
墓に逡られて，二二報國の一端を實現するわけである．尤も，しかし本割の経
費が急激に膨脹するのは迷惑であるから，今直ぐには，先づ朔月の約50ケ所の
天文蔓へ邊りたいと思ってみる。一一若し，今少し早く此うした國際化に乗り出
したのだったら，一昨年の火星面観測結果についても，本誌237號にあるや
うな伊達氏から今更スライファ博士に手紙など邊る必要は無かったのである．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ又，この本誌の“國際化”を愈々決心せしめた動機の一つは本誌第167頁にある
トロントの天文墓のミルマン博土の手紙である．’見る目のある人は此ういふ風
に吾人の研究債値を見るのだから，決して遠慮するには當らないのである．
　　　　ミナベ　A紀州南部に滞在中，V・ろ々kの訪問者を受けたが，中に椋午下がやって來
て，同君濁特の光弧の論点をきいた．案に相違して，同君の眞面目な二野研究
の態度に奪敬を梯はざるを得ないと同時に：，こうした新しい研究方面の開拓に
當り，世人（殊に，世の官僚三者）が，如何に干れを白眼回し，虐待するかを，
眞蜜に見せつけられて，氣の毒に堪へない．≠（號に載せる同君の文なども，東
京の：上る學者が，初め禮を厚うして依頼したものであるのに，出來上ってから
俄かに遮れ．を理由も言はすに突き返したものであるとV・ふ．實際今日の我が
日本の官僚學者の中には，三儀も人情も溜へす，軍に物を知ってみる器械みた
いな輩が多いことを慨嘆せざるを得ない．
　非常時局の統制二丁時代に入って，此の頃，都市でも，田舎でも，商人の態
　　オ　へ　度が横柄になり，殆んど“物を費ってやる”，“買はせて頂く”といったやうな
風潮が多くの店頭で見られる四丁だと，嘆いてみる人がある．自分は此の厭勢
を見て，圖らすも，世人に封ずる我が國の評者の態度を連督する．…膿，世人
が學者を尊敬するのは良いが，しかし，學者の：方から威張ったやうな態度に出
ることは大いなる誤りである・外國の即断の，人間味ある，親しみ深い態度は，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はない　き日本人には珍らしい．何故，我が日本に於いて學者の鼻呼吸が荒いかと言ふ
と，多くは，學者が官僚だからである．學者び）多くは，一般の官吏の悪風を持
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オ　へ　　　　　シタってみて，世人を一段下に見下す心地をする．労れが郭ち，學者を横柄ならし
め，叉，學問を堕落せしめるのである．今後の新膿制時代を考へると，此の誤
った學者の態度を一鍵して；もって，國家のため，肚會たのめに，心から奉仕
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的な態慶を採らしめなければならぬと考へる．一商入の横柄な態度を憤る入
はあり，叉，近頃は宮吏の横柄な態度を憤る人は増して來たけれど，朱だ學者
の横柄を憤回する入が世に少いのは，回れは永年の習慣に捕はれて，世人が未
だ學者は官僚だといふ迷信を持ってるるのによるのだらう，困ったものである．
　聖職時に於ける．欧洲の學界は，どんなものだらう？　グリニチ天文蔓が爆撃
されたのは驚くべきことだが，之れには其れ相當な理由があるのだらうと思は
れる．先年，南京の紫金山天文壼が日本軍の攻撃の的となったのは，この弓術
研究府が支那軍によって砲兵の基地として蹴用されたためであるが，グリニチ
は，二二側があの公園を，やはり；軍事の基地としたがためではなかったかア
と疑はれるふしもある．
　職宰申にも拘はらす，彗星の來往が激しく，心界は忙しい活躍を見せてみる．
殊に，近頃のニウスによると，元のポ1ランド，フィンランド，ベルギ1，デ
ンマルク，フランス等の天文憂や天文學者が，依然として研究につとめてみる
のは感心なものである．二二圏外に立ってるる三二や南阿の二者たちが盛んに
奮働・してみるのは云ふまでもないことであるし，ドイツの天文學者も，あの渦
中にあって，勇ましく各々其の職域に活躍してみる．こ．うした中にあって，我
が國の天文學者（専門家）が依然として眠ってみるのは，どうしたものか？！
慣れない日食の観測の準備だとか，計書だとかで，御茶を汚し，今更，遅まき
の天：文用語談義などに浮身をやつしてゐられるらしいが，かんじんの望遠鏡が
全く遊んでみる現状は，何とかならぬものかア　之れにつけても，我が國の學
界は，アマチュア天丈家に大きい期待をかけねばならない．四十年來，吾が國
の官僚天文記者は，プチ理論家たるにのみ甘んじて，旧地槻弓の重要な～二とを
思はす，いくら器．械を買ひ込んでも，之れを使はないま玉に放って置くことに
なって了つた．年々出る五人十人の大下天文科卒業者の中から果して幾人の観
測者が現はれたかといふ事實を正記すると，世人は何時までも此の状態を許し
てはおかないだらうと，［L■、はれる．今，東京や京都や仙毫あたりの官立天文墓が
一洗に無くなった所で，世界の二丈三界は何の痛痒を感じないだらう．之れに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　反して，我が國の優秀勉働なアマチュア弓丈家が無くなれば，世界には，いく
らか，こたえるのである．（紀州の濱邊にて，1941－3一一・10）
　　　　　　　春　　　の　　　星
かがり火照らし幽す櫻のうへの星
五月闇星を見つけて拝みけり
苗代やにぎやかに見る星の影
明星や光をさめて初　霞
??、????
